
テストベッドとは、システム開発などで用いられる実証実験用環境の総
称です。通信ネットワークやサーバー群などから構成され、実際に運用さ
れているシステムとは独立しながら、実環境に近い状況を再現し、その状
況下で様々なテストができます。

技術や製品を実際の運用環境に導入する以前に、テストベッドを利用して、
実験室や実環境では実施が難しい実証試験を繰り返し試すことができます。

例えば、伝送遅延や負荷の影響の確認や、想定外の操作を行っても正常動
作に戻ることの検査などにご利用いただくことで、課題を短期間で洗い出し、
機能・性能の精度を高めることができます。

テストベッド（実証試験環境）テストベッド（実証試験環境）

想定外の使われ方に
よる不具合抽出

高トラフィック時の
動作確認

広域環境における
遅延時間の影響試験

高負荷状態での
性能見極め

超高精細映像の
ライブ伝送

医療情報の共有
作物の状態把握

スポーツデータの解析

ソーシャルイノベーションユニット
総合テストベッド研究開発推進センター
Social Innovation Unit
ICT Testbed Research and Development Promotion Center

TEL ： 042-327-6024
FAX ： 042-327-5328
E-mail : tb-info@jgn-x.jp 



NICTでは、ICT分野の研究開発から社会実装まで加速化を図り、我が国の
ICT産業の競争力を確保するため、テストベッドを構築し、運用しています。

総合テストベッド研究開発推進センターでは、IoT技術など最先端のICT
技術に関する実証を支援するため、NICTの有する「JGN」「StarBED」
「JOSE」「RISE」等のテストベッドを統合し、「NICT総合テストベッド」
としてサービスを提供しています。

利用者は、NICT総合テストベッドのさまざまな検証環境を自由に組み合
わせることができ、それぞれの目的にあわせて利用できます。例えば、基礎
段階の研究開発とその成果の検証を一体的に取り組むことにより、研究開発
成果の実用化およびシステム化を目指すことが可能となります。

NICT総合テストベッドは、IoT関連技術のみならず、多様な分野の検証
プラットフォームとして、産学官、地域のみなさまの研究開発に活用いただ
いています。

NICT総合テストベッド
～多様なIoT研究開発を推進する技術実証と社会実証の検証プラットフォーム～

NICT総合テストベッド
～多様なIoT研究開発を推進する技術実証と社会実証の検証プラットフォーム～

ソーシャルイノベーションユニット
総合テストベッド研究開発推進センター
Social Innovation Unit
ICT Testbed Research and Development Promotion Center

TEL ： 042-327-6024
FAX ： 042-327-5328
E-mail : tb-info@jgn-x.jp 



ソーシャルイノベーションユニット

総合テストベッド研究開発推進センター
Social Innovation Unit

ICT Testbed Research and Development Promotion Center

TEL ： 042-327-6024
FAX ： 042-327-5328
E-mail : tb-info@jgn-x.jp

IoT／M2M関連の技術検証やサービスのフィールド実証に向け、センサーネットワー
クが接続可能なクラウド（ICTリソース）を利用できます。
検証・実証内容に応じたリソース（仮想マシン、ストレージ、ネットワーク）
仮想マシンはクリーンセットアップ済の状態で利用開始

ユーザが目指す様々な課題の解決に向けたユーザが目指す様々な課題の解決に向けた
IoT (Internet of Things)サービスを実証

- 計算・ストレージリソース
- 専用セグメントネットワーク
- 共有センサー・データ

IoTサービスの要求に応じた数の
リソースを動的・迅速に使用可能

1,000台(実マシン)～
20,000台(仮想マシン)規模の
分散計算処理リソース

ユーザ毎の
IoTサービス実証

(マルチテナント環境)

システム構成

利用者が創る
M2M/IoTサービス

ストレージリソース
センサーネットワーク

計算リソース

専用セグメントネットワーク

共通ハードウェア環境 仮想化

JOSE
Manager

- ICTリソースを隔離されたユーザ専用領域で利用
- インターネットからWebUIでマシンを簡単操作
- マシンを任意の環境にカスタマイズが可能
- IoTゲートウェイでリソースまでL2接続が可能

利用者（研究/開発者）

管理システム

WebUIでWebUIで
リソース統合管理

IoTIoT
ゲートウェイ

インターネット

自作センサー等

制御

管理

クラウドまで
L2接続ストレージ

計算サーバ

センサーネットワーク

ネットワーク



石川県能美市に設置

実験専用のPCクラスタによる実験環境
• 1000台以上のPCで実環境向けの実装がそのまま動作
• 仮想化技術との連携で最大数十万台もの実験環境も構築可能
• 持ち込みハードウェアの接続が可能
本物のソフトウェア・ハードウェアを
大規模かつリアルな検証環境で動作

ソーシャルイノベーションユニット
総合テストベッド研究開発推進センター
Social Innovation Unit
ICT Testbed Research and Development Promotion Center

TEL ： 042-327-6024
FAX ： 042-327-5328
E-mail : tb-info@jgn-x.jp 

ネットワーク技術の検証からより広い研究領域へ

StarBEDのPC群

そのままPCを
利用

利用者の
持ち込み機器

PC上でセンサ
などを摸倣

シミュレータで
物理現象などを

摸倣

利用者の要求を満たすリアルな検証環境を実現
連携

StarBEDのPC群と外部
接続設備で実験環境を
構築するための資源を
提供

PC上にセンサデバイス
などを摸倣もしくは
外部のシミュレータと
連携して必要な要素を
テストベッド上に実現

実現した要素群を適切
に組合せ「リアルな」
検証環境を構築。実環
境では再現不可能な要
素も導入。利用者の実
験シナリオを実行し、
観測・解析。

外部接続
JGN/WIDE

ネットワーク
環境の摸倣

環境の構築、制御する仕組みを利用者に提供
遠隔地からの利用も可能に

装置やソフトウェア、システムの挙動を別
の模倣した代替環境で動作させること。

代替環境となるコンピュータや機械の模倣
装置、ソフトウェアなどのことを
「エミュレータ」という。

エミュレーションとは



ソーシャルイノベーションユニット
総合テストベッド研究開発推進センター
Social Innovation Unit
ICT Testbed Research and Development Promotion Center
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“さっぽろ雪まつり”非圧縮8K映像IP伝送・シンガポール国際映像伝送

脳腫瘍摘出術におけるSDNを用いた遠隔術中情報共有システム

障害などが発生してもSDNで
柔軟に経路変更

熟練医

出張先からアドバイス

東京女子医大

はこだて未来大

術中データ
取得

手術映像

データ解析

SDNによる脳外科手術情報の共有化のためのネットワークの検討、
術中情報の統合と手術工程の可視化などの実現を目指す。

研究機関名：公立はこだて未来大学、東京女子医科大学、株式会社iD（総務省：SCOPE採択）

テストベッド(ネットワーク、SDN)

テストベッド(クラウド)

データの蓄積、解析を行い
参加機関と共有

SDN：Software-Defined Network



さまざまな研究シーンで活用される
NICT総合テストベッド・利用例2

クラウド技術実験

ソーシャルイノベーションユニット
総合テストベッド研究開発推進センター
Social Innovation Unit
ICT Testbed Research and Development Promotion Center

TEL 042-327-6024
FAX ： 042-327-5328
E-mail : tb-info@jgn-x.jp 

・MASで人の動き、
通信開始タイミ
ング、通信持続
時間等模倣。

・それぞれのイベ
ントをStarBED
環境と共有。

全体の状況を把握
のため、Unityを利
用して可視化

シミュレータとエミュレータ連携

シミュレーション部
（MAS）

エミュレーション部Jonathan連携基盤

情報Broker

連携マネージャ

StarBED上にSIP
の環境を構築

可視化基盤

BLEビーコンを利用するアプリケーションの検証基盤
BLEエミュレーションにもとづいて物理空間で電波を発信する仮想ビーコンシステムを開発。
端末と仮想ビーコンの位置を指定し、StarBED上で送受信タイミングとフレーム衝突を考慮したBLEエミュ
レーションを行い、端末が受信するビーコン情報を導出する。
StarBED上でのエミュレーション結果にもとづき、物理空間に配置したビーコン発信機は、仮想ビーコンを
模擬して発信する。物理空間の端末は仮想ビーコン相当のビーコンを実際に受信できる。
これにより、従来実環境で行っていたBLEビーコンを利用するアプリケーションの検証をStarBED上で行う
ことを可能とした。

AOBAKO DESK AOBAKO BOXAOBAKO SCOPE

Soracle

CP U

Emu lato r

S ke tch

コ マ ン ド

仮想端末

B lumoon
Contro ller

Virtu al
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De tecto r

BluM oon  P ack et

仮想ビーコ ン

位置情報

Location 
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Cam era
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PC
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P C

(BO X Pr og ram )

BluM oon
Con trol le r

• StarBED内にBluetooth Low Energy(BLE)のエミュレー
ションシステムであるBluMoonを導入したノードを起動

• BluMoonではBLEの通信をTCP/IPのフレーム送受信に変
換し、ビーコン間および仮想端末との通信を行う。

会場にはAOBAKO DESK, AOBAKO SCOPEとAOBAKO BOX
を設置し、StarBEDでのエミュレーションへのパラメータの
入出力を行う。
• AOBAKO DESK

端末と仮想ビーコンの位置を指定する操作インタフェース
• AOBAKO SCOPE

エミュレーションの状況を表示するインタフェース
• AOBAKO BOX

エミュレーションの結果に基づき仮想ビーコンを模擬した
ビーコンを発信するインターフェース

■ StarBED上で100台の物理サーバを用いた大規模な
クラウド環境の実証実験を実施。

■通信速度の向上（最大16Gbps)と高可用性機能の
実現により、一つのクラウド上で複数の仮想ネット
ワークを構築。

■セキュリティを高めることが可能な「OpenStack
Neutron」の機能を商用導入できる水準まで改良す
ることに成功。

最大5000台の仮想サーバ運用時の安定検証
物理サーバ

1台目
物理サーバ

2台目
物理サーバ
100台目

【検証①】

【検証③と④】【検証②】
仮想サーバ間の
通信速度の検証

③ネットワーク構成の検証
④制御装置障害時の高可用性検証

システム
B

システム
B

サービス
A

サービス
C

サービス
A

サービス
C

システム
B

サービス
A

サービス
A

システム
B

サービス
C ・・

・・

→高可用性の実現→通信速度向上

■人の挙動や災害等の変化を摸倣するシミュレータ
とStarBED上のエミュレーション基盤を接続する
連携基盤を開発。

■マルチエージェントシミュレータ(MAS)で人の動
き及び通信のタイミングを発生し、エミュレーシ
ョン環境のSIP（IP電話）とリアルタイムに同期
させることで、人の挙動に合わせたSIPの通信を
可能とした。



NICT総合テストベッドは、国内外の研究機関・企業・大学等に所属する
研究者なら、どなたでも利用可能です。テストベッドの利用にあたっては、
テストベッド事務局・技術支援担当者・研究担当者がコーディネートや支援
を行い、プロジェクトの実施に協力させていただきます。

ソーシャルイノベーションユニット
総合テストベッド研究開発推進センター
Social Innovation Unit
ICT Testbed Research and Development Promotion Center

TEL ： 042-327-6024
FAX ： 042-327-5328
E-mail : tb-info@jgn-x.jp 

テストベッドの利用申し込み前に、ホームページによる概要紹介、メール
による問い合わせ、お試し試験環境の活用などを通じて、利用方法をご検討
いただくことが可能です。

★詳しくは、NICT総合テストベッドホームページ内の「ご利用にあたって」をご参照ください

利用検討から申し込みまでの流れ

http://testbed.nict.go.jp/procedure.html

① テストベッドの利用を検討

② 問合せメールを送付
（宛先：tb-info＠jgn-x.jp)

利用申し込みの前に
試しに使ってみたい場合

〇共同研究契約
〇研究計画書
〇機関情報

④ 利用申し込みへ

③ テストベッド事務局よりご連絡
必要に応じて打合せを実施

スマートIoT推進フォーラム テストベッド分科会
NICT総合テストベッド活用研究会

http://testbed.nict.go.jp/bunkakai/index4.html

NICT総合テストベッド
http://testbed.nict.go.jp/

※ホームページ上のボタン
クリックで簡単にメール
送付できます



ソーシャルイノベーションユニット
総合テストベッド研究開発推進センター
Social Innovation Unit
ICT Testbed Research and Development Promotion Center

TEL ： 042-327-6024
FAX ： 042-327-5328
E-mail : tb-info@jgn-x.jp

：tb-bkk@ml.nict.go.jp 

競争的ではなく協調的な活動

IoT関係の技術開発・実証を産学官で連携して推進する「スマートIoT推進フォーラム」の下に、

IoT・ビッグデータ・人工知能（AI）等に関する、技術実証・社会実証を促進するテストベッドの要
件とその利活用促進策の検討を行うことを目的として設立された検討部会です。

単独では保持できない

共通的な要件を

（１）テストベッド分科会：年２回（計４回）

（２）コアメンバ会議：半期２～３回（計９回）

（３）検討会・意見交換会：適宜開催

横須賀市におけるハイブリッドLPWAテストベッドの構築

Sigfox、LoRa、Wi-SUNの３方式を同一環境で同時に使えるテストベッド

LPWA：Low Power Wide Areaの略で、低消費電力、低ビットレート、広域カバレッジを特徴とする無線通信


